
 単元の学習の最後に、英語の資質・能力に関わる項目のほか、非認知能力や生徒エージェン

 シーに関わる項目などについて、振り返り活動を行った。その際、数値による自己評価に加

 え、「どのような場面で非認知能力を意識し、どのような行動をとることができたか」や

 「学習前の自分と比べ、自分の意思や判断で行動することができたこと」などについて、自

 由記述の形で記述してもらった。学んだことを記述するまとめの活動とは異なり、振り返り

 活動を通じて、生徒は自己を客観視し、自分の言葉で表現することで、成⾧を実感すること

 ができた。




